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1.調 査 に至 る経 過

史跡出雲玉作跡は、大正11年 10月 12日 に日本で最初の生産遺跡として国の史跡指定を受けた遺跡

である。史跡は3個所からなり、それぞれ宮垣地区・宮ノ上地区・玉ノ宮地区と呼ばれている。

宮ノ上地区は、昭和58～ 59年度に、当時の玉湯町教育委員会によって初めて発掘調査が実施され、

玉作湯神社西南一帯から弥生時代終末から古墳時代初頭に玉作 りが行われた後、古墳時代後期に生

産が再開されることが確認されるなどの貴重な成果があり、これに基づいた保存管理計画が昭和61

年度に策定された。また、同じ年に宮ノ上地区南半でも調査が行われ、古墳時代前期の住居跡や後

期の溝なども検出されている①

この後、宮ノ上地区の指定範囲が、昭和62年 11月 16日 および平成16年 10月 18日 に追加指定を受け

て拡大したことにともない、新たに公有地化 した部分を含めた史跡出雲玉作跡宮ノ土地区での整備

計画を策定するための基礎資料を得ることを目的に、平成18年度において遺跡の確認調査を行った

ところ、調査地の北半は、近世初頭に大規模な土木工事を行って田中川の流路を変えて松江藩の御

茶屋の敦地を造成しているが、南半では、碧玉勾玉、未製品、剥片、メノウ勾玉未製品、水晶玉素

材などが大量に出土して古墳時代からの玉作跡の遺構が強い地域であるという調査結果となった。

鶴

調査前の現況
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平成21年度の調査は、前回の調査で確認できなかった御茶屋建物の南東側の庭園部分の現地資料

を得ることを主な目的とし計 4か所で トレンチによる調査 を実施 したものである。調査地は、 (1)

苑池の後背で立石のある築山部分 と考えられる付近、(2)御茶屋の南側に隣接する手水鉢 とその付

近、 (3)御茶屋建物東側の確認、 (4)苑池南東角の状態の確認という目的で調査地を設置し、便宜的

にそれぞれT21・ T22・ T23・ T24の名称を付 した。

現地は低い雑草が繁茂し、礎石等、大型の石がところどころに見られたが、湿気が強く、表土は

柔らかい状態であった。調査期間中は季節的に若干不順ではあったが比較的順調に推移した。

現地調査期間は平成21年 11月 5日 (木 )～平成22年 1月 20日 (水 )ま で要 した。調査 した面積は、

T21地 区100だ 、T22地 区65∬、T23地 区40∬、T24地区10∬で合計215∬であった。
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第 3図 史跡の位置 (1/2′500)
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第 4図 史跡指定範囲図 (1/1,500)
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位置と歴史的環境

史跡出雲玉作跡「宮ノ上地区」は、宍道湖の南岸に注 ぐ玉湯川の河口から2.5kmほ ど遡った、松

江市玉湯町にある玉造温泉街の奥まった場所にある。花仙山周辺の玉作 り遺跡の一つで、周辺には

昭和44年 と同46年に調査された「宮垣地区」(2)や 「玉ノ宮地区」(3)な ど10か所の玉作遺跡がある。

弥生時代末から平安時代まで玉作 りが行われ、これに関連するとみられる多数の古墳や横穴が、玉

湯川流域の中、下流域に集中して築造されている。

国指定史跡となっている「岩屋寺跡横穴群」(14)の 1号横穴墓は複式構造をなす珍しい横穴であ

る。同じく国指定史跡の徳連場古墳 (15)は 直径8.5m、 高さ約1.4mの小型の円墳で、中央に舟形

石棺が露出している。古墳時代中期 5世紀頃で、この地域で最も古い古墳 と考えられている。報恩

寺 4号墳 (11)は全長約50mの前方後円墳であり、また林古墳群 (12)は前方後円墳 4基、方墳 1基、円

墳46基の大古墳群である。これらの古墳も、玉作 りの生産と大きく関わっていたと推察されている。

玉造温泉街の東側に広がる蛇喰遺跡 (16)は、奈良時代後半から平安時代のはじめ (8世紀後半

から9世紀)に平玉を生産した玉作遺跡である。大量の箆書き土器や円面硯、緑釉陶器や建物跡な

ども見つかっている。

733(天平 5)年 に書かれた出雲国風上記によれば、出雲国内には11か所の寺院があり、このう

ちの数か所では発掘調査が行われ、瓦や須恵器が出土しているが、町内にはそれによく似た軒丸瓦

や鬼板瓦が採集されている遺跡もあり、この頃から続 くかなりの勢力を持った豪族がいたことが推

定される。

宮ノ上地区の南に隣接する玉作湯神社の裏山は、かつて玉造要害山城 (8)と 呼ばれる中世の山城

が在ったところで、現在でもこの山全域に加工の痕跡が残っている。中世 (鎌倉時代から室町時代 )、

尼子家と毛利家の戦乱の時代、この要害山以外にもたくさんの山城があったことが知られている。

戦国時代末期には、尼子家の重臣であった亀井家がこの地を治めていたが、江戸幕府の政策により

津和野に国替えとなった。

江戸時代、松江藩主となった堀尾忠

晴がこの地に御茶屋を建て、その後松

平家が入封 してからも、藩主の湯治や

静養の場として度々利用されるように

なった。「上御入湯 日記留」などによ

ると、藩主は短い時でも6日 、長けれ

ば21日 もの間、 140名 か ら200名 もの

家臣を引き連れて御茶屋に滞在し大い

に繁栄したのである。この御茶屋の建

物は昭和に入ってか ら取 り壊 された

が、現在も敷地はそのまま残っている。 玉作要害山城
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3.調 査 の概 要

平成18年 度の調査により、宮ノ上

地区の北半周辺は近世初頭に造成さ

れた松江藩御茶屋跡であることから、

これに付属する庭園としての施設を

確認することを主眼 として調査を実

施した。庭は、小規模な池泉庭園であ

り、築山に小滝を有するものと考えら

れた。 (註 1)

(1)T21(園池後背部分 )

本調査地は、宮ノ上地区の北半東端

に位置する場所であり、御茶屋から見

ると園池の後背にあたる。この場所は

立石があり、やや盛 り上がった小丘に

なっているので、築山としていたよう

に見える。

調査によって植栽の痕跡や配石の

状況などが確認できるのではないか

と期待 したが、大小さまざまの角の九

い石が乱雑に検出された他には、植木

の植栽痕や人為的な石組は無 く、ま

たその他の加工の痕跡 も確認できな

かったが、礎石の抜取痕跡のような集

石が 2か所 (S-1、 S-2)で認められた。

調査前の状況では、元の場所から移

動が無いと考えられる石が 3つ 認め

られるので、本来は5つの石を所謂五

行石五石の組み方 として配置 してい

たのかもしれない。 (註 2)

河川敷に石 を積み上げて新たに造

成 した土地では盛土が浅 くて大 きな

樹木は根づきにくいので、築山に石組

を置 き、土砂の流出を防 ぐ目的も兼

T21(南西から)

T21(東から)

T21(南東から)
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ねて低い植栽でそれを補ったのではないだろうか。また、園池の縁石の南東角には、中央に幅 4 cm、

深さ2 cmの溝が穿たれた径40cmほ どの円石が据えられていた。

本 トレンチの東端で、地山確認のために幅0。 8mのサブ トレンチを設定した。その南端、玉作湯

神社 との境界崖面で、幅20cm、 深さ10cm、 断面U字形状の人工的と思われる溝が検出されている。

溝内には10cm～ 15cm大 の長円形の石で故意に埋められているように見えるので、おそらく、当初

は田中川の上流から御茶屋の苑池に水を通すために掘られた給水施設ではないかと考えている。

池泉庭園では水を確保することが最も重要な要素となるが、宮ノ上地区では川が近いために極め

て容易に水を引くことができる。園池に流れ込む水は、導水路から円石 (S-1)の中央の溝を伝い小

さな滝となって園池に注いでいたのではないかと想像できる。

ただ、伝承によれば、松江藩主の御成 りの際には、玉作湯神社の境内にある池から竹樋を引いて

水を流し、園池のちょうど真南あたりの崖からこれを落として臨時の滝を作ったとも伝えられいる

が真偽のほどは定かではない。

またサブ トレンチの断面から、田

中川によって大 きくえぐり取 られた

河川敷の石を集めて基礎 とし、そこ

に40～ 50cmの上盛 りを施して造成し

たと推定される。

(2)T22(御茶屋建物東端付近)

御茶屋建物の東側に隣接 した区域

に トレンチを設定して精査を行った。

現表土下10cm前 後で川原石状の角の

取れた丸石が極めて大量に検出され

るようになるが、建物の建っていた

西側ではこの川原石の検出が少なく

なるので、整地のための土盛が少 し

厚 くなっていたようである。

この調査地の北西で、南北方向に

直線的に並ぶ 2個 の石列 (S-4、 S-5)

を検出した。この二つの石の間隔は

約1.7mで あるが、御茶屋建物の全体

的な位置関係か らすると、東側縁側

の礎石の一部と考えれる地点である。

建物東の縁側は川の護岸に近いとこ

T22(南から)

T22石列 (南から)
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第 8図 T22調査成果図 (1/60)

ろまであったようである。

この調査地の東側には、南北1.3m、 東西0.6m、 高さ0.6mの 平面を上にした大きな丸石がある。

また、この石の南北軸に合わせて直線的に約 2m間隔で並ぶ石列も観察される。大きな丸い平石を

沓脱石 (く つぬぎいし)だ と考えると、あるいは建物がこのラインまで延びていた可能性も否定で

きない。

(3)T23(御茶屋南側の手水鉢付近)

次に、すでに以前から建物南側で横倒の状態で置かれていた手水鉢が、元来どういう状態で配置
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されていたのか という位置を特定す

るために、この付近を精査 した。同時

に園池の南端も確認するため、T字状

にトレンチを設定した。

手水鉢 となる石の大 きさは南北長

1.lm、 高 さ0.7m、 水穴は南北長70

cm、 東西幅40cm、 深 さ5 cmで 北東角

が大 きく欠損 し、かつ西側に傾斜 し

ているが、東側 と西側および南側で、

扁平な平石が手水鉢 となる石を囲む

ように配石されていたため、少し横に

傾いた状態で持ちこたえているかのよ

うであった。

建物の中か ら口をそそぎ手を洗 う

という、手水鉢本来の目的に適した位

置が選ばれているのであれば、建物

南東の縁先か らは少 し外れた場所 と

なるが、周囲の配石の状況からみて、

本来の位置か ら動いてしまっている

とは考えにくい。欠損した石は付近で

は検出されなかった。

南側に配石された平石 (S4)に は、

一辺40cmほ どで四角形に掘 りくぼめ

られてお り、四角形の別の石が置かれ

ていたように見える。手水鉢の照明

を目的とした石造物、たとえば石灯

篭のようなものが設置 してあったよ

うに思える。手水鉢には、正面に前石、

右側に湯桶を置 く石、左狽1に 明かり用

の手燭を置 く石が組み合わされるも

のが一般的であるというが、北西側の

平石を前石とすると、明かり用として

の石灯篭があったとすれば逆の位置

にあることになる。 (註 3)

T字状に設定 した トレンチの南端、

T23手水鉢付近東側

T23手水鉢付近南側

T24調査終了 (北 )
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第 9図  T23調査成果図 (1/60)

玉作湯神社側との崖面には、明瞭なノミ痕跡が検出されている。これは、造成時にこの岩盤の崖面

を研 り (は つ り)(研 る=はつる=削 り落とす)、 苑池との境界を明確にしようとした意図ではない

かと考えている。

(4)T24(苑池南東角付近)

T21と T23の南端の玉作湯神社との境界崖面では、明瞭な研り痕が認められたが、園池の東端と

崖面はどのように区分けしていたのかという確認のために、この付近を精査したものである。ここ

でも園池の境界となる明瞭な研 りと見られる盤 (の み)痕を検出した。このノミ痕は径 3 cmほ どの

円形で、丁寧に所 りがなされているように見える。

園池の東端となる中央に溝のある円形の積石は、この所 り痕よりもレベル的に約30cmほ ど低い場

所にあり、苑池の水面はさらに数十clll低 いと考えると、常時溜まっている水の水深は、T24ト レン

チ付近では、多くても30cmに 満たない浅いものであったものと推察する。
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4。 ま とめ

今回の調査では、御茶屋建物に付随する庭園部分の調査を主たる目的としたものだったが、江戸

時代末期の遺構であることと、遺構面や地山面が覆上がほとんどない状態で検出されたことによっ

て、遺物が混同して判別が困難であったが、植栽の有無や園池の規模及びそれに付属する施設等を

礎石や配石の状況で確認することができた。

平成18年度に行われた調査では、本地が近世初頭に大規模な土木工事によって田中川の流れを変

えて敷地を造成したことが判明したが、今回の調査ではT21のサブ トレンチの堆積状況から、造成

の状況や園池に水を引き込むための流路を検出した。

また、御茶屋に付属する庭園の園池東側の後背部分の造作の状況と手水鉢の位置が動いていたか

どうかの状況確認では、原位置のままではないかと思われること、園池後背に当たる東側の築山部

分には植栽痕は認められなかったこと、玉作湯神社側の崖面には極めて明瞭な研 り痕が認められ、

園池の境界が明確に確認できたのである。

今回調査を行った宮ノ上地区の田中川に面する北半は、全体的に、江戸時代に玉作湯神社側の崖

面を削って平坦地を造成して苑池を作って水を引き、更に借景としても活用するという極めて合理

的な用地の造成がされたものと推察され、今後の整備計画に有意義な成果となった。

【註】

註 1  重森千青「日本庭園」2010年 1月

註 2  上原敬二「庭園入門講座第 7巻」2000年 1月

註 3  上原敬二「飛石・手水鉢」1986年 4月
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・松江市教育委員会「史跡出雲玉作跡宮ノ上地区発掘調査報告書」2009年 3月

・玉湯町教育委員会「史跡出雲玉作跡宮ノ上地区第 1次発掘調査概報」1984年 3月

・玉湯町教育委員会「史跡出雲玉作跡宮ノ上地区第 2次発掘調査概報」1985年 3月

。玉湯町なんでも大事典編集委員会「玉湯なんでも大事典」2000年 3月

・玉湯町教育委員会「玉湯町内遺跡分布図」2004年 7月

・八束郡誌「玉湯村」1926年 11月

・上原敬二「造園辞典」2009年 11月

・飛田範夫「江戸の庭園」2009年 8月

・尼崎博正ほか「日本庭園の見かた」2009年 9月
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向901 調査地近景 (北か ら)

日902 溝内玉石検 出状況 (北か ら)



Fig03 溝底確認状況

Fig04 T21調 査終 了 (東 か ら)



日905 T22調 査終 了 (南 東か ら)

日906 T23調 査終 了 (西 か ら)
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Fig 1 0 窪 みの あ る丸石 (S-1)



Fig1 5 御茶屋建物石垣の現況
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